
ATOM

組み立てガイド Vol.45

今号は左股関節を組み立てます。右股関節と同じく、2つのサーボ
モーターを小さなパーツの中に組み込みます。重ねたり、曲げたり
と、ハーネスの取り回しが少々難しいので、各工程をよく読んで一
歩ずつ進んでいきましょう。

左股関節（下）用サーボモーターに
IDを書き込み左股関節を完成させる

1

公式サイトにて動画を配信中！
http://atom2020.jp/

組み立てを動画でも確認！ 公式サイト内
「ATOMの作り方動画」をご覧ください。

今号で組み立てるのはATOMの左脚の付け根とな
る左股関節です。ひざ、足首、つま先のサーボモ
ーターを集約する中継ハーネスも組み込みます。

今号の組み立て箇所

今号のパーツをチェックしよう

サーボモーター
（ID16）
左股関節（下）用

Check sheet
チェックシート

1

※サーボモーターの取り扱いはP164およ
び「注意および警告」をご覧ください。

サーボモーターにサーボホーンとハーネスを取り付けIDシールを貼る

写真を参照して接続方向を確認し、Fサーボモーター用
ハーネス90㎜のコネクタをサーボモーターへしっかりと
上から指で押し込み取り付けます。ハーネスのコネクタ
が斜めにズレていたり、一部が浮き上がっていないか確
認しましょう。軽く引っ張ってすぐに外れてしまう場合は、
取り付け直してください（コネクタが破損する可能性が
あるので、何度も付け外しをするのはやめましょう）。

❶サーボモーターの出力軸にある白い点（0
点）が、Cサーボホーンの切り欠きから見
えるように取り付けます。写真のように 
サーボホーンを指で押さえ、回転しないよ
うにしてDカット（＝０点）を上側の状態にし
たままD３×８㎜ビスで固定します。

ハーネスを取り付ける

2

サーボホーンとハーネスを取り付けたら
表側にサーボモーター用IDシール「⑯左
股関節（下）」を貼ります。

3

IDシール「⑯」を貼る
しっかりと上から
指で押し込む

平らになっている状態 一部が浮いている状態

1
0点 Dカット

裏面

サーボモーターの３つの金
属部分とコネクタ裏面の３
つの溝を上から合わせる

サーボホーンを
ビスで固定する

ここでの注意事項
　 ：Dカット（＝0点）の位置が写真の
ように上側にないと　 の作業で書き込
みエラーが出ます。ズレている場合は
ドライバーでビスを時計回りに締めな
がらDカットが上にくるように調節し
てください（反時計回りではビスを外
す方向になりサーボホーンは回せませ
ん）。
　 ：ハーネスの接続が正しく行われて
いないと　 の作業で書き込みエラーが
出てしまいます。
以上を確認し、次の工程に進みましょう。
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今号で準備するもの

●プラスドライバー　●スイッチ用ノブ
●サーボモーター用IDシール
●黒シール/白シール
●チェックスタンド

使用する工具とアイテム

A B
DC

E

指で押さえて
Dカットを上に

白い点の全体が切り欠きから
見えるように取り付ける

Dカット

左股関節（前）A 左股関節（後）B

２×４㎜ビス×３E サーボモーター用ハーネス90㎜
(ID16：左股関節（下）用)

F

H

44号でIDを書き込んだサーボモーター（ID15）H

※　〜　は全て44号で提供A G

中継ハーネス220㎜（脚用）G

F

G

サーボホーンC 3×8㎜ビス×１D
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ハーネスを親指で押さえたまま、工程11 で貼り付けておいた白シールを使ってハーネ
スを仮留めします。白シールはハーネスを一時的に固定し、組み立てをサポートするた
めのものです。完成後はハーネスに力がかかると簡単に剝がれ、ハーネスやコネクタを
傷めない仕様になっています。

サーボモーター（ID16）のハーネスの経路を整える

サーボモーター（ID16）の裏面右端に白シールを写真のように貼り付けておきます。さらに、上に伸び
ているハーネスを右方向（写真参照）に折り返します。このとき、サーボモーターにある凹部分にハーネ
スが収まるようにします。

サーボモーター（ID16）の裏面に白シールを貼り、ハーネスを折り返す
仮留め用シール（白シール）を１枚用
意します。

白シールを用意する

10

折り返したハーネスを、そのままサーボモーターの側面に折り曲げるよ
うにして這わせます。側面に這わせたハーネスの根元を左手の親指で押
さえてください。

サーボモーターの側面に
ハーネスを這わせる

12

ハーネスを白テープで仮留めした状態。ハーネスを引っ
張ったりすると白テープが剝がれてしまうので、以後の
作業は優しく丁寧に行いましょう。

ハーネスを仮留めした状態

15

左手の親指でハーネスをしっかりと押さえたまま、そこを軸にハーネス
の色が右から白・グレー・黒の順になるように側面に這わせ、サーボモ
ーターの裏面から４㎜ぐらいの位置に調整します。

ハーネスの位置を調整する

13

白シールでハーネスを仮留めする

14

45号その２

11

白シールを
貼り付けておく

左手の親指で
ハーネスの根元を押さえる

ハーネスを右方向に折り返す

ハーネスを凹部分に収める

ハーネスを折り曲げて
サーボモーターの側面に這わせる

ハーネスを押さえた
親指を軸にする

裏面から４㎜ぐらいの位置に
ハーネスを調整する

白シールをハーネスに密着させて
剝がれにくくしておく

約４㎜

サーボモーターにID16を書き込み黒シールを貼る

⑯のシールを貼ったサーボモーターに取り付けたハーネスのコネクタを、チェ
ックスタンドのテスト基板にあるジャック（上下どちらを使っても構いません）
へ差し込みます。ハーネスのコネクタには天地があります。イラストを見な
がら向きに注意して、破損しないように差し込みましょう。

サーボモーターのハーネスを
テスト基板に差し込む

白黒

グレー

チェックスタンドを用意し、電源スイッチがOFFになっていることを
確認します。次にチェックスタンドのロータリースイッチにスイッチ
用ノブを取り付け、10桁の数字を「1」、1桁を「6」に合わせます。
スイッチは1つの数字ごとにカチッと手応えがある仕様になっている
ので、手応えを感じながら回すと正しく合わせられます。

チェックスタンドを用意し、
10桁を「1」、１桁を「6」に合わせる

4

電源スイッチをOFFにしてから、ハーネスを抜いてください。
ロータリースイッチを10桁・１桁ともに「0」に戻すことも忘
れずに。ハーネスをテスト基板から抜くときはコネクタを親指
と人差し指で左右から挟み、左右に振りながら手前に引き抜き
ましょう。

電源スイッチをONにします。緑と赤が１秒ほど点灯し、両方が消えたら右下の「ID
書込み」ボタンを押すと書き込みが始まります。緑が1分ほど点滅し（この間、上→
左→右→左→右→左→上と、Dカットが動く）、緑が消えたら書き込みは終了です。

電源を入れ、「ID書込み」ボタンを押す

確認１： 電源をONにしてすぐに赤が点滅した場合は電源異常エラーです。電源を
OFFにしてP35の確認事項を参照してください。

確認２： 「ID書込み」ボタンを押した後に、赤が点滅した場合は書き込みエラーです。
電源をOFFにして今号の　　　　  　の作業が正しく行われているか確認
し、再度　 の作業を行ってください。

1 2 4

6

　で赤が点滅（エラー表示）した場合6

コネクタを左右に振りな
がら手前に引き抜く。

電源をOFFにしてハーネスを抜く

Dカット（＝0点）が上に
きているか確認する

ハーネス固定用シール（黒シール）を１枚取り、サーボモーターの裏側にあるコネクタ部分の
真上から貼り付けます。黒シールとサーボモーターの中心を合わせて貼り、左右のはみ出た部
分は折りたたんでサーボモーターの側面に貼り付けます。

コネクタの上から黒シールを貼る 黒シールを貼ることで、サーボモーターからコネクタ
が外れることを防止できます。また、IDが正常に書き
込まれたという証でもあるので、必ずID書き込みを行
った後に貼ってください。

黒シールを貼った状態

6

8 9

5

7

5
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ハーネスのコネクタを通す
サーボモーター用ハーネスと中継ハーネスのコネクタを、股関節（前）にあるパ
イプ部分に通します。２本同時には通せないので、１本ずつ通しましょう。また、
サーボモーターが外れないようにしっかりと押さえながら作業してください。

サーボモーター（ID15）を用意し、ハーネスを通す
H44号でIDを書き込んだサーボモーター（ID15）を用意し、左股関節（前）のパイプ部分にハー
ネスを通しながら取り付けます。このとき、左股関節（前）を持つ手の指で、サーボモーター

（ID16）と２本のハーネスを写真のように押さえておくと作業がしやすくなります。

ハーネスに白シールを貼る
サーボモーター用ハーネスに白シールを貼ります。これは今後の動
作確認時に、ID16のサーボモーターのハーネスであることを区別
するための目印です。外れないように以後の作業を進めてください。

サーボモーター（ID16）の
取り付け状態を確認する
サーボモーターがカタカタと大きく動く場合は、ハーネ
スを下敷きにしている可能性があります。工程11に戻
り、ハーネスの経路に注意して再度組み立ててください。

左股関節（前）にサーボモーター（ID15）を取り付ける

22 23

24

25

サーボモーター（ID16）を取り付けた状態

サーボモーター（ID 
15）を取り付ける前
に、サーボモーター

（ID16）の取り付け
状態の最終確認をし
ます。左の写真とイ
ラストを参考に正し
い取り付け状態を確
認しましょう（イラ
ストはサーボモータ
ーを透過してハーネ
スの経路がわかるよ
うになっています）。
※ハーネスを挟んで
いる場合は、工程11
からやり直してくだ
さい。

サーボモーターがカタカタと大きく動く場合は
ハーネスの経路を再チェックしよう

サーボモーター（ID16）のハーネスと
中継ハーネスを指で押さえておく

パーツでハーネスを
挟まないように注意

２枚目の白シールを貼り
中継ハーネスを重ねる

44号で提供したG中継ハーネス220㎜（脚用）を用意します。
中継ハーネスを用意する

左股関節（前）にサーボモーター（ID16）を取り付ける

中継ハーネスを移動させる
取り付けたサーボモーターと
中継ハーネスの位置関係を確認する

左股関節（前）にサーボモーター
（ID16）を取り付ける

工程14で貼った白シールの上にもう一枚の白シールを
写真のように一部を重ねて貼り、G中継ハーネスを工程
14で仮留めしたサーボモーター（ID16）用ハーネスと
長さを揃えて真上から重ねます。

A左股関節（前）にサーボモーター（ID16）を取り付ける際は、仮留めしたサーボモ
ーター用ハーネスと中継ハーネスが、イラストの逆L字の部分（色が濃い部分）に収ま
るようにして取り付けます。中継ハーネスは一旦下側に伸びるように出しておきます。

取り付けたサーボモーター（ID16）の下側を少し浮かせ隙間を作り、その隙間を
通して中継ハーネスをサーボモーター用ハーネスよりも上へ移動させます。中継ハ
ーネスを移動させたら浮かせていたサーボモーターを元に戻します。
※白シールは工程19の作業を正確に行うために貼ったシールです。工程20の作業
中に剝がれても問題ありません。

サーボモーターを取り付けたら、中継ハーネスが正しい位置にあるか
確認しましょう。上の写真を参考に、サーボモーター用ハーネスの上
側から、中継ハーネスが伸びているのが正しい位置です。

中継ハーネスを仮留めする
工程17で貼った２枚目の白シールを使って中継ハーネスを仮留
めします。ここでも白シールをしっかりと密着させ、作業中に剝
がれないようにしましょう。

16 17

18

19

21

白シールをもう一枚重ねて貼る サーボモーター（ID 
16）のハーネスと
中継ハーネスのコ
ネクタの長さを揃
える

白シールをハーネス
に密着させて剝がれ
にくくしておく

中継ハーネスは
一旦下側へ出す

サーボモーター用ハーネスが下

中継ハーネスが上

２本のハーネスを重ねる

サーボモーターの
下側を少し浮かせる

中継ハーネスをサーボモーター用
ハーネスよりも上に這わせる

浮かせていたサーボモーターを元に戻す

20
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ハーネスの挟み込みを確認して左股関節（後）を閉じる

左股関節（後）の
ビス穴を確認する

左股関節（後）のパイプ部分付近で中継ハーネスが挟まらないことを確認し、左股関節（前）と左股
関節（後）を閉じます。左股関節（前）のツメが引っかかるために完全に閉じませんが、ツメの根元
を押し込むことで、閉じることができます。

左股関節（前）と左股関節（後）を閉じたらパーツに隙間が大きくあ
いていないかを確認します。隙間が大きくあいている場合はハーネス
やサーボモーターが正しい位置に収められていない可能性があります。
工程11〜29が正しく行われているか再度確認しましょう。

隙間の確認が済んだら、左股
関節（後）（サーボホーンが見
える側）にある３つのビス穴
の位置を確認します。

左股関節の隙間を確認する

今号の
完成

３ヵ所あるビス穴をE２×４㎜ビスで留めます。
ビス留めをする

29

30 31

32

パチン！

左股関節（前）についている
ツメの根元を押し込む

中継ハーネスを
挟みやすいので注意する

隙間が大きくあいていないことを確認する

サーボモーター（ID16）のハーネスに貼った白シールは次号以降の動作確認
で必要な目印なので、外れないように注意して保管しておきましょう。

左股関節（後）を用意して、中継ハーネスを通す
サーボモーター（ID16）の脇から伸びる中継ハーネス（長い方）のコネクタを、B左股関節（後）に
あるパイプ部分に内側から通します。中継ハーネスを引っ張るとサーボモーター（ID16）が外れてし
まうので気をつけて作業しましょう。

左股関節（後）を取り付け左股関節を完成させる

左股関節（前）に左股関節（後）を被せる
中継ハーネスをパイプ部分に通しながら、左股関節（後）を左股関節（前）に被せます。次の工程でパーツを閉じるための確認作業を行う
ので、左股関節（後）と左股関節（前）は完全に閉じないようにしておいてください。

サーボモーター（ID15）を取り付けた状態
サーボモーター（ID15）を取り付けた状態の最終確認をします。上の写真とイラ
ストを参考に、正しい状態を確認しましょう（イラストはサーボモーターを透過し
てハーネスの経路がわかるようになっています）。

26

27

28

右股関節の作業と同じように、
取り付けたサーボモーターが外
れないように注意してね！

サーボモーター（ID15）の
取り付け状態を確認する
取り付けたサーボモーター（ID15）が、カタカタと大きく動く場
合は、ハーネスを下敷きにしている可能性があります。工程 25 
に戻り、サーボモーター（ID16）のハーネスや中継ハーネスを下
敷きにしていないか確認しましょう。

サーボモーターがカタカタと大きく動く場合は
ハーネスの経路を再チェックしよう

26

ここではまだ完全に閉じないようにしておくこと

パーツでハーネスを
挟まないように注意

©TEZUKA PRODUCTIONS190 191



テスト基板のロータリースイッチにスイッチ用ノブを取り付
け、10桁は「1」、1桁は「5」に合わせます。スイッチは1
つの数字ごとにカチッという手応えを感じながら回します。

電源スイッチをONにして動作確認ボタンを押す
テスト基板の電源スイッチをONにし、動作確認ボタンを押します。このとき、
サーボモーターの駆動（工程 7 の動作）とともに緑が点滅します。

10桁を「1」、1桁を「5」に合わせる

5
5

狭い

広い

突起のガイド

チカチカ……

電源をOFFにし、ハーネスを抜く

8

6

動作確認が正常に終了したら電源をOFFにし、テスト基板用
延長ハーネスからサーボモーター（ID15）のハーネスを抜き
ます。

これで左股関節（上）の動作確認は完了です。次の工程に進み
ましょう。

左股関節（上）の動作確認 7 でエラーが出た場合は
工程 7 の動作確認中に赤が点滅した場合は、動作確認エラーです。もう
一度、工程 3 から試してもエラーが出る場合は、P196 〜 197を参照
して、原因の解消を目指しましょう。

サーボモーター（ID15）のハーネスを
3連ハブ基板に取り付ける
A45号で完成した左股関節を用意し、左股関節から伸びる4本のハーネスのうち、白シール
が貼られていないハーネスの黒いコネクタ（左写真の赤矢印）を、テスト基板用延長ハーネ
スに取り付けてある3連ハブ基板に取り付けます。

白シールが
貼られていない
ハーネスの黒いコネクタ

チェックスタンドに
取り付けた状態
テスト基板用延長ハーネスに取り付けられて
いないハーネスが、白シールが貼られたハー
ネスの黒いコネクタ1つと、茶色いコネクタ
が2つであることを確認しましょう。

3 4

9

7

左股関節（上）の動作確認をする
左股関節（上）のサーボモーター（ID15）のサーボホーンのDカットが
下側90度の範囲で動いていればID15の動作確認は終了です。ここでは、
サーボモーターの導通と回転の動作だけを確認します。脚を胴体フレー
ムに取り付ける60号以降で、ID15の通常の動作確認を行います。

7

こちらのサーボホーン
は動きません

このサーボホーンの
Dカットが下側90度
の範囲で動く

Dカット

組み立てガイド Vol.46

今号では動作確認を交えながら左ひざを組み立てていきます。サーボモーター
（ID15）の動作確認→左ひざ（中）の組み立て→サーボモーター（ID16）の動
作確認→左ひざ（前）の組み立てと、作業が少し複雑なので注意しながら進め
ていきましょう。

左ひざの組み立てと左股関節
（上）（下）の動作確認を行う

ATOM

公式サイトにて動画を配信中！
http://atom2020.jp/

組み立てを動画でも確認！ 公式サイト内
「ATOMの作り方動画」をご覧ください。

1

今号のパーツをチェックしよう

今号で準備するもの

2

●プラスドライバー　       ●チェックスタンド
●スイッチ用ノブ　           ●テスト基板用延長ハーネス

使用する工具とアイテム

3
4

5

6 7
8

左ひざ（中）

Check sheet
チェックシート
1

左ひざ（後）3

左ひざ（前）2

サーボホーン4

ハーネスローラー5

サーボモーター用
ハーネス65㎜

（ID17：左ひざ用）

6

3×8㎜ビス
（青色袋）×2

7

2×4㎜ビス
（赤色袋）×10

8

※ 　 　は、各1本の
   予備を含む

7 8

45号で完成した左股関節A

※ 3 4 6 7 は今号では使用しないので、大切に保
管しておきましょう。
※ 8 は今号で6つ使用。あまりは次号で使用するの
で、大切に保管しておきましょう。

左股関節（上）用サーボモーター（ID15）の動作確認を行う

チェックスタンドにテスト基板用延長ハーネスを取り付ける
チェックスタンドを用意し、電源スイッチがOFFの状態になっているかを確認しましょう。次にテスト基
板用延長ハーネスのコネクタを、テスト基板のジャック（上下どちらでもよい）に差し込みます。その際、
写真やイラストを参考に、コネクタの向きに注意してください。

狭い

広い

白黒

グレー

1 2

チェックスタンドにテスト基板用延長ハ
ーネスを取り付けた状態。

突起のガイド

今号では提供されたパーツを使って、左股
関節に組み足すかたちで左ひざを取り付け
ていきます。

今号の組み立て箇所
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動作確認ボタンを押す
動作確認ボタンを押します。サーボモーターの駆動（工程20の
動作）とともに緑が点滅します。

チカチカ……

左股関節（下）の動作確認をする
左股関節（下）の動作は、❶左ひざ（中）が右に振れる（目安：約60度）、❷左ひ
ざ（中）が左に振れる（目安：約150度）、❸左ひざ（中）が中央で止まる（目安：
約90度）、と動きます。これらの動作をしたのち、❸の状態になれば異常はあ
りません。

電源をOFFにし、ハーネスを抜く
一連の動作が終了し、点滅していた緑の消灯を確認したら、電
源をOFFにし、サーボモーター（ID16）のハーネスを抜きます。

左股関節（下）の動作確認20でエラーが出た場合は
全く動かない場合や工程   の動作確認中に赤が点滅した場合は、動作確認エ
ラーです。もう一度、工程  から試してもエラーが出る場合は、P196 〜
197を参照して、原因の解消を目指しましょう。

20
15

20

13

21

19

サーボモーター（ID16）の動作確認は
完了です。次の工程に進みましょう。

工程 14 で取り付けたハーネスローラーが外れていないか確認します。その後、❷左ひざ（前）を用意し、左股
関節をのせるようにして取り付けます。

動作確認完了

左ひざ（前）を取り付ける

左ひざ（前）を用意し、取り付ける

23

ハーネスローラーが外れていな
いか確認する

22

❶

❶

❷

❷

❸

❸

左ひざ（前）にある4つの支柱のうち、内側2つがビス穴
です。左ひざ（中）にある2つのコの字部分が、この部分
にしっかりとのっていることと、裏側にある左ひざ（前）
の突起が左ひざ（中）の上にきていることを確認しましょう。

ビス穴の確認 ❽2×4㎜ビスを使い、コの字部分を
挟むように留めます。ビスを締めすぎ
るとパーツが破損する危険がありま
す。ビスの頭がコの字部分に密着する
まで締めれば問題ありません。

ビス留めをする

今号の
完成

24 25

今号では左ひざの半分を取り付け
ました。次号でサーボモーターを
組み込んで左ひざを完成させます。

左ひざ（前）の突起が
左ひざ（中）の上にき
ていることを確認

左股関節に左ひざ（中）を取り付ける

中継ハーネスを
左ひざ（中）に通す
動作確認をした左股関節と❶左ひざ（中）を用意し、
左股関節から伸びる中継ハーネスを、左ひざ（中）の
ビス穴がない方の穴に内側から通します。

左ひざ（中）に左股関節の
パイプ部分を引っ掛ける
左ひざ（中）の中継ハーネスを通した穴に、左股関節のパ
イプ部分を引っ掛けます。このとき、左ひざ（中）が少し
しなりますが、問題ありません。

ハーネスを挟まな
いように注意しな
がら、穴とパイプ
部分を近づける

穴にパイプ部分を引っ掛ける

左ひざ（中）が少ししなる

サーボモーター（ID16）のハーネスを
3連ハブ基板に取り付ける
左股関節から伸びるサーボモーター（ID16）のハーネスの黒いコネク
タ（白シール付き。中央の写真赤矢印）をテスト基板用延長ハーネス
の3連ハブ基板に取り付けます。

チェックスタンドに
繫げた状態
テスト基板用延長ハーネス越しに、サー
ボモーター（ID16）とチェックスタン
ドが接続されているか確認しましょう。

左股関節（下）用サーボモーター（ID16）の動作確認を行う

4つのビス穴を❽2×4㎜ビスで留めます。ビスは
奥まで締めても回り続けますが、ビスの頭がパー
ツに隙間なく留まっていれば問題ありません。

左ひざ（中）の穴に左股関節のパイプ部分を引っ掛けたまま、反対側を押し込みサーボホーンに左ひざ
（中）を取り付けます。取り付ける際、左ひざ（中）をまっすぐにすると、サーボホーンのDカット（＝0
点）と切り欠きが一致し、サーボホーンと4つのビス穴も一致します。

ビス留めをする左ひざ（中）を左股関節に取り付ける

左股関節から伸びる中継ハーネスに❺ハー
ネスローラーを通し、取り付けます。

ハーネスローラーを通す

左ひざ（中）を
まっすぐにする

左ひざ（中）をまっすぐにす
るとビス穴が一致する

ロータリースイッチにスイッチ用ノブを取り付け、
10桁の数字を「1」、1桁を「6」に合わせます。1
つの数字ごとにカチッと手応えを感じながらスイッ
チを回すと正しく合わせられます。

10桁を「1」、1桁を「6」
に合わせる

テスト基板の電源スイッチをONにし、右の写真を参考に右手で
ATOMの左股関節を摘むようにして持ちます。

電源スイッチをONにして左股関節を持つ

18

10 11

12 13

14 15

16 17

狭い

広い

突起のガイド

この部分を持つと動作確認時にパ
ーツで指を挟む恐れがあります。
注意してください。
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❸サーボモーターのハーネスのコネクタをテスト基板のジャックに差し込む
❹電源をＯＮにする（緑・赤が1秒ほど点灯して消える）
❺「ID書込み」ボタンを押す
❻緑が点灯する（約1秒）
❼初期化完了。「IDの書き込み手順」を参照し、ID15またはID16を書き込む

❶ウ で取り出したサーボモーター（ID15またはID16）を用意する
❷ロータリースイッチを「8」「8」に合わせる

イ  ウの項目を試してもエラーが改善しない場合は、サーボモーターに異なるIDが書き込まれているこ
とが原因だと考えられます。一度サーボモーターを初期化し、正しいIDを書き込み直しましょう。

IDの初期化と書き込みエ

初期化の手順（※チェックスタンドを用意してください）

ID書き込み後の
Dカットを確認

サーボモーターを初期化後に、
IDの書き込みを完了した際、サ
ーボホーンのDカットが上にこ
ない場合は、サーボホーンの切
り欠きと0点（白い点）が一致
していません。一度サーボホー
ンを取り外し、正しく取り付け
直してください。

Dカットが上にくる

初期化コマンド

「8」「8」
10桁 1桁

IDの書き込みの手順は下記の組み立てガイドを参照

ID15の場合 P183 〜 184（44号）　 〜　  を参照5 16

左ひざ（中）を取り外す。取り外す際は、必ずサ
ーボホーン側から外し、反対側の中継ハーネスを
傷つけないように注意する。

左股関節（後）を左右に揺らしながら引き上げ、
ツメを外す。このとき、サーボモーター（ID16）
が外れないように、サーボホーンを押さえておく。

4

分解後、元の状態まで組み立てる際には
下記のページを参照してください。
ID15：左股関節・左ひざを元の状態まで組み立てる場合
は、P189 〜（45号）の25〜32、P19410〜13を参照。

左股関節、左ひざの分解・確認の手順

左ひざ（中）とサーボホーンを留めている4つ
の2×4㎜ビスを外す。

ツメが外れたらサーボモーター（ID16）のサーボ
ホーンを押さえたまま、左股関節（後）を取り外す。

6

2

※初期化したサーボモーターにもう一度IDを書き込む際は、樹脂パーツからサーボモーターを取り出した状態で行ってください。

IDの書き込み手順

3

※サーボモーターを初期化する際は、必ず組み
込んだ樹脂パーツからサーボモーターを取り出
してから行ってください。

⇒P193 7 およびＰ19520の動作確認をもう一度試
してみましょう。

0点の
確認

サーボモーター（ID16）のサーボホー
ンを留めている3×8㎜ビスを外す。

左股関節（後）にある3つの2×4㎜ビスを
外す。

7 8

ハーネスを引っ掛けないよう
に注意しながらサーボモータ
ー（ID15）を取り出す。

サーボモーター（ID16）
のハーネスと中継ハーネ
スを引き抜く。

9

サーボモーター（ID16）
を取り出す。

ID15、16の分解工程

1

ハーネスローラー
も一緒に外す

ID16の場合 P186（45号）　 〜　  を参照4 9

ID16：左股関節・左ひざを元の状態まで組み立てる場合
は、P188 〜 (45号）の19〜32、P19410〜13を参照。

5

サーボモーター（ID16）の
サーボホーンを押さえておく

左右に揺らしながら引き上げてツメを外す

※P193工程 7（ID15）、P19520（ID16）の動作確認を正常に終えた方は下記の案内は必要ありません。

動作確認のエラーは、大きく分けて1と2の２つに分けられます。
このページを参照してエラーの原因を探り、解消を目指しましょう。
各項目を確認したらそれぞれ動作確認を行ってください。

こちらの症状の場合は、まずは分解が不要な イ  を確認してください。
その後、右記の手順でひとつずつ確認してください。

こちらの症状の場合は、イ  ウ  エ  の確認事項には問題がない状況です。

P197の分解工程 1 で、サーボ
ホーンを留める3×8㎜ビスを外
してサーボモーターの0点（白い
点）、サーボホーンの切り欠き、
左ひざ（中）の切り欠きの位置が
一致しているか確認しましょう。

　 の確認ポイント
下記の手順で、サーボモーターの0点（白い点）とサーボホーンの切り欠きの
位置が正しく一致しているか、さらに樹脂パーツの切り欠きの位置と0点（白
い点）が正しい位置関係になっているか確認しましょう。P197の「左股関節、
左ひざの分解・確認の手順」を参照し、下記を確認したら、正しく取り付け直
してください。

サーボモーター（ID16）の０点とサーボホーンと樹脂パーツの切り欠きの位置確認ア
ア

切り欠きから0点（白い点）が見えない場合は、P197「左股関節、
左ひざの分解・確認の手順」の 1 〜 9 を行い、サーボモーターを
取り出した後、P65の「0点（白い点）と切り欠きの合わせ方」を
参照して正しく取り付け直してください。

切り欠きと0点が一致

正しい状態

1

0点が見えない

正しくない状態1

0点と切り欠きが
一致しない

正しくない状態2

正しくない状態1の対処法

0点（白い点）は見えているが樹脂パーツの切り欠きとズレてい
る場合は、P197の分解工程 9 まで行い、サーボホーンに分解工
程 1 で外した3×8㎜ビスを取り付けた後、3×8㎜ビスをドライ
バーで時計回りに締めながらサーボホーンを回転させ、Dカット
が上にくるように調整します。

正しくない状態2の対処法

9

0点（白い点）とサーボホーンの切り欠きを合わせたら、P197右
下を参照して元の状態まで戻して再度動作確認を行ってください。

7 20の動作確認が正常に行えない場合のトラブルシューティング

このトラブルシューティングは16号、44号、45号の組み立てガ
イドを参照しながら進めていきます。

準備するもの

ア エウ の作業は分解が必要になるので、必要に応じてP197の分解・確認作業を行いましょう

動作確認時のエラー内容 チェック内容

サーボモーター（ID16）の０点とサーボホーンと
樹脂パーツの切り欠きの位置確認アを参照

チェックスタンドの確認イ
サーボモーターに取り付け
られているハーネスのコネ
クタを確認しましょう。詳
しくはP66 D を参照して
ください。
※P197の「左股関節、左
ひざの分解・確認の手順」
を 参 照 し て、ID15は 7 、
ID16は 9 まで行い、サー
ボモーターを取り出してか
ら確認してください。

サーボモーターとハーネスの接続確認ウ

コネクタの取り付け状況
を確認しましょう

ハーネスのコネクタが
しっかりと差し込まれ
ているか、ロータリー
スイッチを正しい番号
に合わせているかなど、
チェックスタンドが正
常に動作しているかを
確認しましょう。詳し
くはP66 C を参照して
ください。

黒シールを剝がして
コネクタが見えるようにする

※剝がした黒シールはコネクタの状況を確認後、再び同じシールを貼り直してください。

ウを行っても改善しない場合は エ  を確認。

イを確認後、動作確認が改善しない場合は ウ  を確認。

チェックスタンドの確認 イを参照

サーボモーターとハーネスの接続確認 ウを参照

IDの初期化と書き込み エを参照

❶

❷

❸

1「動作確認」ボタンを押して緑が点滅し動
作を開始したが、しばらくして赤（エラー）
が点滅する

2「動作確認」ボタンを押すと
少しも動かずに赤（エラー）が点滅する

※ID15はこちらの確認は行いません

Dカットを上にする

Dカット
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サーボモーターにID17を書き込み黒シールを貼る

⑰のシールを貼ったサーボモーターに取り付けたハーネスを、チェックス
タンドのテスト基板にあるジャック（上下どちらを使っても構いません）
へ差し込みます。ハーネスのコネクタには天地があります。イラストを見
ながら向きに注意して、破損しないように差し込みましょう。

サーボモーターのハーネスを
テスト基板に差し込む

白黒

グレー

チェックスタンドを用意し、電源スイッチがOFFになっていること
を確認します。次にロータリースイッチにスイッチ用ノブを取り付け、
10 桁の数字を「1」、1 桁を「7」に合わせます。スイッチは 1 つの数
字ごとにカチッと手応えがある仕様になっているので、手応えを感じ 
ながら回すと正しく合わせられます。

チェックスタンドを用意し、
10桁を「1」、１桁を「7」に合わせる

5

電源スイッチをOFFにしてから、ハーネスを抜いてくださ
い。ロータリースイッチを10桁・1桁ともに「0」に戻すこ
とも忘れずに。ハーネスをテスト基板から抜くときはコネク
タを親指と人差し指で左右から挟み、左右に振りながら手前
に引き抜きましょう。

電源スイッチをONにします。緑と赤が１秒ほど点灯し、両方が消えたら右下の「ID
書込み」ボタンを押すと書き込みが始まります。緑が1分ほど点滅し（この間、上→
左→右→左→右→左→上と、Dカットが動く）、緑が消えたら書き込みは終了です。

電源を入れ、「ID書込み」ボタンを押す

確認１： 電源をONにしてすぐに赤が点滅した場合は電源異常エラーです。電源を
OFFにしてP35の確認事項を参照してください。

確認２： 「ID書込み」ボタンを押した後に、赤が点滅した場合は書き込みエラーです。
電源をOFFにして今号の  　    　    　    　    　  の作業が正しく行われているか
確認し、再度  　  の作業を行ってください。

1 2 3 5 6
7

　で赤が点滅（エラー表示）した場合7

コネクタを左右に振りな
がら手前に引き抜く。

電源をOFFにしてハーネスを抜く

Dカット（＝0点）が上にくる7 8

6

写真を参照して接続方向を確認し、Dサーボモーター用ハーネス65㎜のコネクタを
サーボモーターへしっかりと上から指で押し込んで取り付けます。ハーネスのコネ
クタが斜めにズレていたり、一部が浮き上がっていたりしないかを確認しましょう。
軽く引っ張ってすぐに外れてしまう場合は、取り付け直してください（コネクタを
破損してしまう可能性があるので、何度も付け外しをするのはやめましょう）。

ハーネスを取り付ける

3 サーボホーンとハーネスを取り付け
たら表側にサーボモーター用IDシー
ル「⑰左ひざ」を貼ります。

4 IDシール「⑰」を貼る

しっかりと上から
指で押し込む

平らになっている

一部が浮いている

裏面

サーボモーターの３つの金
属部分とコネクタ裏面の３
つの溝を上から合わせる

ここでの注意事項
1 2 ：Dカット（＝0点）の位置が写真のように上側にきて
いないと 7 の作業で書き込みエラーが出てしまいます。ズレ
ている場合はドライバーでビスを時計回りに締めながらDカ
ットが上にくるように調節してください（反時計回りではビ
スを外す方向になりサーボホーンは回せません）。
3 ：ハーネスの接続が正しく行われていないと 7 の作業で書
き込みエラーが出てしまいます。
以上を確認し、次の工程に進みましょう。

ATOM

組み立てガイド Vol.47

今号で左ひざが完成します。まずはサーボモーターにIDを書き込ん
でから、左ひざの組み立てに進みましょう。今回はパーツでハーネ
スを挟まないように気を付けさえすれば難しい工程はありません。

左ひざ用サーボモーターに
IDを書き込み左ひざを完成させる

1

公式サイトにて動画を配信中！
http://atom2020.jp/

組み立てを動画でも確認！ 公式サイト内
「ATOMの作り方動画」をご覧ください。

今号で提供されたサーボモーターへのID書き込み
と、46号で提供された残りの左ひざパーツを組み
立てて左ひざを完成させます。

今号の組み立て箇所

今号のパーツをチェックしよう

サーボモーター
（ID17）
左ひざ用

Check sheet
チェックシート

1

※サーボモーターの取り扱いはP164およ
び「注意および警告」をご覧ください。

サーボモーターにサーボホーンとハーネスを取り付けIDシールを貼る

●プラスドライバー　●チェックスタンド　●スイッチ用ノブ
●サーボモーター用IDシール　●黒シール　

使用する工具とアイテム

❶サーボモーターの出力軸にある白い点（0点）と、
Bサーボホーンの切り欠きの位置を合わせ、切り欠き
から白い点（0点）が見えるように取り付けます。

1

0点

Dカット

サーボホーンを取り付ける
指で押さえてDカットを上にする

白い点の全体が切り欠きから
見えるように取り付ける

Dカット切り欠き

サーボホーンを指で押さえながら、回転しないように
してDカット（＝０点）を上側の状態にしたままE3
×8㎜ビスで固定します。

サーボホーンをビスで固定する

2しっかりと押し込む

今号で準備するもの

左ひざ（後）A サーボホーンB
2×4㎜ビス×3C
サーボモーター用ハーネス65㎜（ID17：左ひざ用）D
3×8㎜ビス×1E 46号で組み立てた

左股関節
F

※　〜　は全て46号で提供A E

A
B

C

D E

F
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左ひざ（前）と左ひざ（後）の間に大きな隙間がないかを確認します。隙間があ
る場合はハーネスを挟んでいる可能性があります。半パイプ状の部分は特に
ハーネスを挟みやすいので注意しましょう。

パーツの隙間を確認する

ビス留めをする
左ひざ（後）に3 ヵ所あるビス穴を、C2×4㎜ビスで留めます。

這わせた中継ハーネスが経路から外れないように注意しながら、サーボ
モーター（ID17）を左ひざ（前）に取り付けます。

サーボモーター（ID17）を取り付ける

A左ひざ（後）を用意し、左ひざ（前）に取り付けます。
左ひざ（後）を取り付ける

サーボモーター（ID17）から伸びるハーネスを、中継ハーネスと同じ半パイ
プ状の部分から外へ逃がします。

ハーネスを半パイプから逃がす

サーボモーター（ID17）と左ひざ（後）を取り付ける

今号の
完成

14 15

16

18

17

中継ハーネスと同様に
サーボモーター（ID17）のハーネスも半パイプから逃がす

ハーネスを
挟まない
ように注意

この部分もハーネスを挟みやすいので注意

ハーネスを
挟みやすいので注意

左股関節から左ひざにかけてが完成しました。49号ではブーツフレー
ムが提供され、いよいよ左脚の全体像が見えてきます。

左ひざ（前）に中継ハーネスを通す

F46号で組み立てた左股関節を用意し、左股関節から伸びる中継ハーネスを、46号で取り付けた左ひざ（前）の
左端内側に沿って半パイプ状の部分まで這わせていきます。まずは右の写真を参考に中継ハーネスの経路を確認
しましょう。

左股関節を用意し、中継ハーネスの経路を確認する

中継ハーネスが左ひざ（前）の下部分まできたら、半パイプ状の部分から外へ
逃がします。中継ハーネスを逃がす際は、折り曲げる付近を指で押さえなが
ら作業してください。

中継ハーネスを半パイプから逃がす
中継ハーネスを経路に沿って這わせていきます。中継ハーネスの根元から
先端に向かって、パーツの隙間に収めていきましょう。根元の方は浮きや
すいので、浮いてしまったら随時押し込んでください。

中継ハーネスを経路に這わせる

ハーネス固定用シール（黒シール）を1枚取り、サーボモーターの裏側にあるコネクタ部分の真
上から貼り付けます。黒シールとサーボモーターの中心を合わせて貼り、左右のはみ出た部分
は折りたたんでサーボモーターの側面に貼り付けます。

コネクタの上からハーネス固定用シールを貼る 黒シールを貼ることで、サーボモーターからコネク
タが外れることを防止できます。また、IDが正常に
書き込まれたという証でもあるので、必ずID書き込
みを行った後に貼ってください。

黒シールを貼った状態

9 10

12 13

左ひざ（前）の左端内
側に沿って中継ハー
ネスを這わせる

中継ハーネスの根元は作業中に
浮いてくることがあるので注意

パーツの隙間に中継ハーネスを押し込む
ハーネスを曲げる際は、指で押
さえながら曲げる

ハーネスの根元の方が
浮いていないか確認する

ハーネスローラーが取り付けてあることを
確認する。取り付けてない場合は、P194

（46号）工程 14 まで戻って取り付ける
11
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今号の提供パーツは、56号でATOMの頭部に取り付けるヘッドボードです。人
の声を聞いたり、状態を知らせたりと、コミュニケーションをとるために必要な情報
の集約と処理を行う基板です。

今後使用する部位の位置と名称

AカラーLED
ATOMの両目を発光させるためのカラー LEDです。目が何色で光っているかに
よって、ATOMの状態を知ることができます。

Bラズパイ接続用コネクタ
ヘッドボードと胴体部分に取り付けるRaspberry Pi 3（ラズパイ）を繫ぐ、
USBケーブルを接続するためのコネクタです。

Cマイク接続用コネクタ
ATOMの口に取り付けるマイクを接続するためのコネクタです。

前

後

A

B

C ヘッドボードの後面に貼られているシール
は、基板の製造番号を読み取るためのもので
すので剝がさないでください。

ヘッドボードを観察する

ヘッドボードを静電気防止袋、気泡緩衝材に入れる

ヘッドボードは、取り
付けとなる56号まで大切に保管して
おいてください。

A

今号の
完成

右手（基板を持つ方の手）に白手袋をはめます。
右手に白手袋をはめる 静電気防止袋からヘッドボードを取り出す時、基板はなるべく素手では触れず、白手袋をはめた

方の手で持ってください（基板を持つ際は金属部分には触れずに基板の縁を持ちましょう）。
※静電気防止袋は保管に使用しますので、捨てないでください。

静電気防止袋を開けヘッドボードを取り出す

43

ヘッドボードを観察したら静電気防止袋、ピンク色の袋に入れて保管します。必ず提供された静電気防止袋、
ピンク色の袋を使用してください。普通のビニール袋は静電気が発生する危険があるので使用しないこと。

ヘッドボードを静電気防止袋、気泡緩衝材に入れて保管する

5

組み立てガイド Vol.48

今号では、左脚の組み立ては一旦お休みし、提供されたヘッドボードを観察して、
今後使用する各コネクタやLEDの位置を確認しましょう。また、基板に触れる
場合は白手袋をしてなるべく素手で触らない、といった基板の扱い方にも慣れ
ておきましょう。

ヘッドボードの提供

ATOM

1

公式サイトにて動画を配信中！
http://atom2020.jp/

組み立てを動画でも確認！ 公式サイト内
「ATOMの作り方動画」をご覧ください。

今号で提供されるヘッドボードは、ATOMと
のコミュニケーションをとるときに重要な役
割を担う基板です。

今号の組み立て箇所

今号のパーツをチェックしよう

ヘッドボード

Check sheet
チェックシート

1

静電気防止袋からヘッドボードを取り出す

白手袋
使用するアイテム

【取り扱いについて】
ヘッドボードは精密電子部品です。破損や水濡れなどには十分注
意してください。また、お客様による事故や過失で起きた破損、
故障などは、お客様負担によるパーツ交換（有償）となります。

（※詳細は「注意および警告」をご覧ください）

❶ヘッドボードが梱包されているピンク色の袋（気泡緩衝材）を用意し、袋を留めている黄色のセロハンテ
ープを剝がしてひろげます。

気泡緩衝材を開ける

1

ピンク色の袋から静電気防止袋（青色）
を取り出します。※ピンク色の袋は保
管に使用しますので、捨てないでくだ
さい。

静電気防止袋を取り出す

2
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左ブーツフレーム（A）を取り付けた状態。写真と同じように左ブーツフレーム（A）の
角ばった部分が、ひざ側にきていることを確認してください。

左ブーツフレーム（A）を取り付けた状態

4

一致した4つのビス穴を、●❺2×4㎜ビス（黒）で留めま
す。ビスは奥まで締めても回り続けますが、ビスの頭が
パーツに隙間なく留まっていれば問題ありません。

ビス留めをする

左ひざ用サーボモーター（ID17）の動作確認を行う

チェックスタンドを用意し、
電源スイッチを確認する

テスト基板用延長ハーネスを
取り付ける

狭い

広い

5 6

白黒

グレー

チェックスタンドを用意し、電源スイッチが
OFFの状態になっていることを確認します。

テスト基板用延長ハーネスのコネクタを、テスト基板のジャック（上下
どちらでもよい）に差し込みます。その際、左のイラストや写真を参考
にコネクタの向きに注意してください。

サーボモーター（ID17）のハーネ
スを3連ハブ基板に取り付ける

テスト基板のロータリースイッチにスイッチ用ノブを取り付
け、10桁は「1」、1桁は「7」に合わせます。スイッチは1
つの数字ごとにカチッという手応えを感じながら回します。

ロータリースイッチの10桁を
「1」、1桁を「7」に合わせる

8

左ひざから伸びるサーボモーター（ID17）のハーネス
（黒いコネクタ。左写真赤矢印）を、テスト基板用延長
ハーネスの3連ハブ基板に取り付けます。

狭い

突起のガイド

7

3
角ばった部分がひざ側にきている

薄くて丸い部分がひざと反対側にある

広い

突起のガイド

ATOM

組み立てガイド Vol.49

今号では47号までに組み立てた左足と左ひざをブーツフレームで繫
ぎ、左脚が組み上がります。まだブーツカバーの取り付けが次号に控え
ていますが、左脚の完成もあと一歩！ 気を抜かず、丁寧に組み立てて
いきましょう。

左脚のフレームを組み立て
左ひざ、左足首の動作確認を行う

1

今号で組み立てるのはATOMの左脚部分。左ひざ
と左足を繫ぐブーツフレームを取り付けた後、各
サーボモーターの動作確認を行います。

今号の組み立て箇所

今号のパーツをチェックしよう

Check sheet
チェックシート

左ブーツフレーム（A）1

今号で準備するもの

●プラスドライバー  ●チェックスタンド  ●スイッチ用ノブ  ●テスト基板用延長ハーネス

使用する工具とアイテム

A

47号で完成した左股関節と左ひざA

43号で動作確認を行った左足B

左ひざに左ブーツフレーム（A）を取り付ける

1 A47号で完成した左股関節と左ひざを用意し、サーボモーター（ID17）のサーボホーンが上になるように置きます。 2 そのサーボホーンに、今号
で提供された❶左ブーツフレーム（A）のパーツの幅が広くなっている方の穴をのせます。左ブーツフレーム（A）を左ひざに合わせてまっすぐにすると、
ID17のサーボホーンのDカット（＝0点）とパーツの切り欠きが一致し、4つのビス穴も一致します。

左ひざのサーボホーンに左ブーツフレーム（A）を取り付ける

1

2 3

4

5

左ブーツフレーム（B）2

ハーネスローラー×23 4連ハブ基板4

2×4㎜ビス（黒）（黄色袋）×125

B

公式サイトにて動画を配信中！
http://atom2020.jp/

組み立てを動画でも確認！ 公式サイト内
「ATOMの作り方動画」をご覧ください。

2

まっすぐにするとサーボホーンと
パーツのビス穴が一致する

まっすぐにする

※ 　 は、1本の予備を含む5

ハーネスが2本出ている方
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16左足のサーボホーンを左ブーツフレーム（A）のビス穴があいているもう一方の穴に取り付けます。17取り付ける左ブーツフレーム（A）と左足
首をまっすぐにすると、ID18のサーボホーンのDカット（＝0点）とパーツの切り欠きが一致し、4つのビス穴も一致します。

左ブーツフレームに左足を取り付け、ビス穴を確認する

左ひざと左足が左ブーツフレーム（A）で繫がったら、左脚を裏
返して●❷左ブーツフレーム（B）を用意します。

左ブーツフレーム（B）を用意する
4つのビス穴を、❺2×4㎜ビス（黒）で留めます。ビスは奥まで締めても回り
続けますが、ビスの頭がパーツに隙間なく留まっていれば問題ありません。

ビス留めをする

左ひざと左足首から2本ずつ伸びているハーネスを、左ブーツフレーム（B）にある穴
にそれぞれ通します。左ブーツフレーム（B）の向きは左ブーツフレーム（A）と同じく、
角ばった部分がある方がひざ側、薄く丸みがある方が足首側です。写真を参考にして
間違えないように注意しましょう。合計4本のハーネスを通し終えたら、左ブーツフレ
ーム（B）を取り付けます。

各ハーネスを左ブーツフレーム（B）の穴に通す

16 17

18 19

20

まっすぐにする

白シールを挟まないように
注意する

まっすぐにするとサーボホーンと
パーツのビス穴が一致する

13B43号で動作確認を行った●左足を用意します。14左足首をサーボホーン側に倒し、15左足首にあるサーボモーター（ID18）のサーボホーンが上に
なり、足裏が見えるように左足を裏返します。

左足を用意し、左ブーツフレームへの取り付け準備を行う

電源スイッチをONにし、左手でATOMの左ひざを写真のように持ちます。

電源をONにし、左ひざ
を持つ

27

動作確認ボタンを押す

チカチカ……

動作確認ボタンを押します。サーボモーターの駆動（11の動作）
とともに緑が点滅します。

7

左ブーツフレームの動作角度を見る
左ブーツフレームは、　  左ブーツフレームを手前に折り曲げ
る（目安：約138度）、　  左ブーツフレームをまっすぐ伸ば
す（目安：約138度）と動きます。これらの動作をしたのち、
左ブーツフレームが　  の状態で動作を終えれば異常はありま
せん。

●❶
●❷

●❷

❶

電源をOFFにし、ハーネスを抜く
動作確認が正常に終了したら電源をOFFにし、テスト基板用延
長ハーネスからサーボモーター（ID17）のコネクタを抜きます。

動作
確認完了

左ブーツフレームの動作確認11でエラーが出た場合は
全く動かない場合や工程 11 の動作確認中に赤が点滅した場合は、動作確認エラー
です。もう一度、工程 5 から試してもエラーが出る場合は、P210 〜 211を参
照して、エラーの解消を目指しましょう。

左足と左ブーツフレーム（B）を取り付ける

❷

❶

9 10

11 12

13 14 15

❷
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7

左足首の動作角度を見る
左足首は、　  足首が開く（目安：約124度）、　  足首が閉じる

（目安：約124度）、　  足首がブーツフレームとまっすぐにな
る位置で止まる（目安：約60度）と動きます。これらの動作
をしたのち、左足首が　  の状態で動作を終えれば異常はあり
ません。

●❶ ●❷
●❸

●❸

❶

❸

電源をOFFにし、ハーネスを抜く

30

動作確認が正常に終了したら電源をOFFにします。テスト
基板用延長ハーネスからサーボモーター（ID18）のコネ
クタを抜きます。

動作
確認完了

左足首の動作確認 29 でエラーが出た場合は
全く動かない場合や工程29の動作確認中に赤が点滅した場合は、動作確認エラー
です。もう一度、工程 25 から試してもエラーが出る場合は、今号のP210 〜
211を参照して、エラーの解消を目指しましょう。

今号の
完成

左ブーツフレーム（B）の穴にハーネスを通す
左ブーツフレーム（B）にあいている台形の穴に、左ひざと左足首から伸びる4本のハーネ
スをすべて通します。ハーネスは1本ずつ通していくと、絡まずキレイに通せます。

❹4連ハブ基板を用意し、左
ブーツフレーム（B）の穴に通
したハーネスのコネクタを取
り付けていきます。ハーネス
のコネクタは茶色が1つ、黒が
3つです。4連ハブ基板のジャ
ックと同じ色のコネクタに取
り付けていきましょう（黒色
コネクタはどの黒色ジャック
に取り付けてもよい）。茶色、
黒ともにコネクタの向きに注
意してください。

4連ハブ基板を
取り付ける

❷
❸

左脚に4連ハブ基板を取り付ける

次号で4連ハブ基板経由の動作確認と、ブーツカバーを取り付けて左脚
は完成となります。大切に保管しておきましょう。

狭い
広い

29

31 32 33

34

❶

4連ハブ基板を取り付けた状態。

広い狭い 広い狭い

広い狭い

❷左脚を裏返し、ビス穴を確認する

ビス留めをする

サーボモーター（ID18）のハーネス
を3連ハブ基板に取り付ける

テスト基板のロータリースイッチにスイッチ用ノブを取り付
け、10桁は「1」、1桁は「8」に合わせます。スイッチは1
つの数字ごとにカチッという手応えを感じながら回します。

ロータリースイッチの10桁を
「1」、1桁を「8」に合わせる

左足首から伸びるサーボモーター（ID18）のハーネス（白
シール無し）を、テスト基板用延長ハーネスの3連ハブ基
板に取り付けます。

左足首用サーボモーター（ID18）の動作確認を行う

電源スイッチをONにします。右手でATOMの左ひざを持ち、左手で左足を写真のように
折り曲げます。

電源スイッチをONにし、左足を折り曲げる 動作確認ボタンを押す

チカチカ……

動作確認ボタンを押します。サーボモーターの駆動（29の
動作）とともに緑が点滅します。

21左ブーツフレーム（B）を取り付けると、いよいよ左脚としての形ができ上がります。 22左ブーツフ
レーム（B）が外れないように押さえながら左脚全体を裏返し、左ブーツフレーム（A）にある３つのビ
ス穴が見えるようにします。

3つのビス穴を❺2×4㎜ビス（黒）で留めます。ビ
ス穴がパーツの奥にあり見えづらいですが、締めす
ぎに注意してください。

ハーネスローラーを通す
左脚をもう一度裏返し、左ひざと左足首から伸び
る2本ずつのハーネスに、それぞれ●❸ハーネスロ
ーラーを1本ずつ通して取り付けます。

狭い

突起のガイド

広い

21 22

23 24

25 26

27 28

白シールが
無いハーネス

白シールに注意

ID18のハーネス
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サーボモーター（ID17）を取り出します。

8

左ブーツフレーム（B）に取り付けた2つ
のハーネスローラーを取り外します。ハー
ネスは1本ずつ抜きましょう。

7

分解後、元の状態まで組み立てる際には
下記のページを参照してください。
ID17：左ブーツフレーム・左ひざを元の状態まで組み立てる
場合は、P200 〜（47号）の11〜18、P204の 1 〜 4 を参照。

左ブーツフレームと左ひざ、左足首の分解・確認の手順

3

左ひざ（後）を取り外すと、サーボモーター
（ID17）を取り出すことができます。

左ブーツフレーム（B）を取
り外します。

10

5 6

⇒P205〜206「左ひざ用サーボモーター（ID17）の動作
確認を行う」、またはP208〜209「左足首用サーボモータ
ー（ID18）の動作確認を行う」をもう一度試してみましょう。

サーボモーター（ID18）のサーボホーン
を留めている3×8㎜ビスを外します。

11 12

左ブーツフレーム（A）と
サーボホーンを留める4つ
の2×4㎜ビス（黒）を外
します。

左ブーツフレーム
から左足を取り外
した後は、P181
のトラブルシュー
ティング「左足、
左足首の分解・確
認の手順」 1 〜 6
を参照して、サー
ボ モ ー タ ー（ID 
18）を取り出し
てください。

イ  ウの項目を試してもエラーが改善しない場合はサーボモータ
ーに異なるIDが書き込まれているのが原因だと考えられます。
P197（46号）エの「IDの初期化と書き込み」を参照して一度サー
ボモーターを初期化し、右記の「IDの書き込み手順」に従って、再度
IDを書き込んでください。

IDの初期化と書き込みエ
IDの書き込みの手順は下記の組み立てガイドを参照
※初期化したサーボモーターにもう一度IDを書き込む際は、必ず樹
脂パーツからサーボモーターを取り出した状態で行ってください。

IDの書き込み手順

ID17の場合 P199 〜（47号）　 〜　  を参照5 10

ID18の場合 P171（40号） 　 〜　  を参照4 10

左ブーツフレーム（A）を左ひざから取り外します。左ブーツフレーム（A）とサーボホーンを留め
ている4つの2×4㎜ビス（黒）を外します。

2 3

0点の
確認

サーボモーター（ID17）のサーボホーン
を留めている3×8㎜ビスを外します。

ID17の分解工程

1

ID18：左ブーツフレーム・左足首を元の状態まで組み立てる場
合は、P173（40号）19〜21、P174〜（41号）の 1 〜 8 を参
照して左足を組み立てたのち、P206〜の13〜24を参照。

3

左ひざ（後）を留めている3ヵ所の2×4㎜
ビスを外します。

4

2

ID18の分解工程

0点の
確認

左ブーツフレーム（A）を
留めている3ヵ所の2×4㎜
ビス（黒）を外します。

9

※P206工程11 （ID17）、P20929 （ID18）の動作確認を正常に終えた方は下記の案内は必要ありません。

動作確認のエラーは、大きく分けて1と2の２つに分けられます。
このページを参照してエラーの原因を探り、解消を目指しましょう。
各項目を実行したらそれぞれ動作確認を行ってください。

ア

こちらの症状の場合は、まずは分解が不要な イ  を確認してください。
その後、右記の手順でひとつずつ確認してください。

こちらの症状の場合は、イ  ウ  エ  の確認事項には問題がない状況です。

それぞれ、P211の分解工程
の「0点の確認」 ま で 進 み、
サーボホーンを留める3×8㎜
ビスを外してサーボモーター
の0点（白い点）、サーボホー
ンの切り欠き、樹脂パーツの
切り欠きの位置が一致してい
るか確認しましょう。

　 の確認ポイント
下記の手順で、サーボモーターの0点（白い点）とサーボホーンの切り欠きの
位置が正しく一致しているか、さらに樹脂パーツの切り欠きの位置と0点（白
い点）が正しい位置関係になっているか確認しましょう。P211の「左ブーツ
フレームと左ひざ、左足首の分解・確認の手順」を参照し、下記を確認したら、
正しく取り付け直してください。

サーボモーター（ID17、18）の０点とサーボホーンと樹脂パーツの切り欠きの位置確認ア
ア

切り欠きから0点（白い点）が見えない場合、ID17はP211の 1 〜
6 、ID18は 7 〜 12 を行い、サーボモーターを取り出した後、
P65の「0点（白い点）と切り欠きの合わせ方」を参照して取り付
け直してください。

切り欠きと0点が一致

正しい状態

0点が見えない

正しくない状態1

0点と切り欠きが
一致しない

正しくない状態2

正しくない状態1の対処法

0点（白い点）は見えているが樹脂パーツの切り欠きとズレている
場合は、P211の分解手順を参照してサーボモーターの取り出しま
で行い、分解工程 1 または 7 で外した3×8㎜ビスをサーボホーン
に取り付けた後、3×8㎜ビスをドライバーで時計回りに締めなが
らサーボホーンを回転させ、Dカットが上にくるように調整します。

正しくない状態2の対処法

6

Dカットを上にする

0点（白い点）とサ
ーボホーンの切り欠
きを合わせたら、P 
211右下を参照し
て元の状態まで戻し
て再度動作確認を行
ってください。

Dカット

11 29の動作確認が正常に行えない場合のトラブルシューティング

このトラブルシューティングは16号、40号、41号、43号、46
号、47号の組み立てガイドを参照しながら進めていきます。

準備するもの

ア エウ の作業は分解が必要になるので、必要に応じてP211の分解・確認作業を行いましょう

動作確認時のエラー内容 チェック内容

サーボモーター（ID17）または（ID18）の０点とサ
ーボホーンと樹脂パーツの切り欠きの位置確認を参照

チェックスタンドの確認イ
ハーネスの接続やロータリースイッチの数字が正しいか
など、チェックスタンドが正常に動作しているかを確認
します。詳しくはP66 C を参照してください。

サーボモーターとハーネスの接続確認ウ
サーボモーターに取り付けたハーネスの接続を確認しましょう。詳しくはP66 D を参照
してください。※「ID17」「ID18」ともに、P211の「左ブーツフレームと左ひざ、左
足首の分解・確認の手順」を参照し、サーボモーターを取り出してから確認すること。

切り欠きと0点が一致 0点が見えない
0点と切り欠きが

一致しない

ID17の場合 ID18の場合

ID17の場合

ID18の場合

ウを行っても改善しない場合は エ  を確認。

イを確認後、動作確認が改善しない場合は ウ  を確認。

チェックスタンドの確認 イを参照

サーボモーターとハーネスの接続確認 ウを参照

IDの初期化と書き込み エを参照

❶

❷

❸

1 7

※剝がした黒シールはコネクタの状況を確認後、再び同じシールを貼り直してください。

※ID18の場合も同様

ID17の場合 ID18の場合

　 「動作確認」ボタンを押して緑が点滅し動
作を開始したが、しばらくして赤（エラー）
が点滅する

■1

　 「動作確認」ボタンを押すと
少しも動かずに赤（エラー）が点滅する
■2

210 211



中継ハーネスをテスト基板用
延長ハーネスに取り付ける
左股関節から伸びる中継ハーネス（茶色のコネクタ。写真赤矢印）を、テスト
基板用延長ハーネスの3連ハブ基板に取り付けます。

4

動作確認を
行う前に
チェックしよう
これから行う動作確認
は49号で取り付けた4
連ハブ基板経由の動作
確認です。左ひざと左
足首から伸びる4本のハ
ーネスが、4連ハブ基板
にしっかりと取り付け
られているかを確認し
ましょう。

狭い

突起のガイド
広い

3

4連ハブ基板経由でID19の動作確認を行う

1テスト基板のロータリースイッチの10桁を
「1」に、1桁を「9」に合わせる。

2テスト基板の電源スイッチをONにする。
3下の写真のように左脚を持ち、左足を上方へ曲げる。

4動作確認ボタンを押す。
5緑の点滅とともに❶〜❸の動作が行われる。
6緑の消灯とともに左足が❸の位置で停止する。

動作確認の手順

7電源をOFFにし、工程 6 へ進む。

5 でエラーが発生した場合は
全く動かない場合や動作確認中に赤が点滅した場
合は、P207の工程16まで戻って左足を取り外し、
P179号工程 3 〜の「左つま先用サーボモーター

（ID19）の動作確認を行う」を行ってください。

5

❶

左足が下方へ開く

❷

左足が上方へ曲がる

❸

左足がブーツフレームと
直角の位置で止まる

❶

左脚を用意する
A49号で組み立てた左脚を用意します。

2

❷❸

※工程 5 の動作確認でサーボモーターが全く動かない場合は、まずは工程 3 の４連ハブ基板の取り付け確認も行ってください。

組み立てガイド Vol.50

今号では左脚の4連ハブ基板経由の動作確認と、ブーツカバーを取り付けて
左脚を完成させます。これで完成した右腕、左腕、右脚、左脚が揃い、次
号からはいよいよ頭部の組み立てに突入します！

左ブーツカバーを取り付け
左脚を完成させる

公式サイトにて動画を配信中！
http://atom2020.jp/

組み立てを動画でも確認！ 公式サイト内
「ATOMの作り方動画」をご覧ください。

ATOM

今号のパーツをチェックしよう

今号で準備するもの

●プラスドライバー　　●スイッチ用ノブ
●チェックスタンド　　●テスト基板用延長ハーネス

使用する工具とアイテム
49号で
組み立てた左脚

A

A

2

3

1

サーボモーター用ハーネス80㎜
（ID3：首用）

3

左ブーツカバー（前）1
左ブーツカバー（後）2

2×4㎜ビス（黒）（黄色袋）×54

Check sheet
チェックシート

※ 　 は、1本の予備を
　含む

4

4連ハブ基板経由の動作確認の準備

チェックスタンドを用意し、テスト基板用延長ハーネス
を取り付ける
チェックスタンドを用意し、電源スイッチがOFFの状態になっているかを確認しましょう。次
にテスト基板用延長ハーネスのコネクタを、テスト基板のジャック（上下どちらでもよい）に差
し込みます。その際、写真とイラストを参考にコネクタの向きに注意してください。

1

狭い

広い

突起のガイド

白黒

グレー

今号に付属する●❸サーボモーター用ハーネス80
㎜（ID3：首用）は、次号の51号で提供される
サーボモーターに取り付けるためのものです。
大切に保管しておいてください。

ハーネスは次号で使用！

4

※ 3 は51号で使用しますので、確認後は大切に保管して
おきましょう。

今号では49号で取り付けた4連ハブ基板経由で
各サーボモーターの動作確認を行い、最後にブ
ーツカバーを取り付けて左脚を完成させます。

今号の組み立て箇所
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左ブーツカバーを取り付けて左脚を完成させる

左ブーツカバー（前）を取り付けたら、左脚の内側と外側にあるビス穴を確認し
ましょう。ビス穴がズレている場合は、左ブーツカバー（前）が正しく取り付け
られていない可能性があります。工程 9 を再度確認してください。パーツにハー
ネスを挟んでいないことを確認したら、内側と外側にある2ヵ所のビス穴を、❹
2×4㎜ビス（黒）を使って留めます。ビスの頭がパーツに隙間なく留まっていれ
ば問題ありません。締めすぎはパーツの破損に繫がりますので注意しましょう。

ビス穴を確認し、ビス留めする

左ブーツカバー（前）にビスを留めたあと、左ひざや左足首から
伸びているハーネスを左ブーツカバー（前）の中に収めます。

ハーネスを収める

❷左ブーツカバー（後）を用意し、ブーツフレームを挟むように
して左ブーツカバー（前）に取り付けます。取り付けの際は、左
ブーツカバー（後）にあるツメを、左ブーツカバー（前）の溝に
合わせて取り付けてください。

左ブーツカバー（後）を取り付ける

11

左ブーツカバー（前）を取り付ける
❶左ブーツカバー（前）を用意し、ブーツフレームに被せるように取り付けます。この
時、左ブーツカバー（前）のネジ穴がある張り出し部分が、上下から伸びるハーネスを
挟まないように気を付け、ハーネスを張り出し部分の下にもぐらせて取り付けましょう。

4連ハブ基板をブーツフレームの中に収めます。ブーツフレームの
丸い支柱に引っ掛けるように押し込むと、うまく収まります。

4連ハブ基板をブーツフレーム内に収める

8 支柱に4連ハブ基板を
引っ掛けるように収める 9

左ブーツカバーの溝と
ブーツフレームのガイドを合わせる

ビス穴

10

ビス穴

左脚外側

左脚内側

ハーネスを挟まないように注意

12

ツメと溝を合わせて取り付ける

左ブーツカバー（後）とブーツフレームを留めるためのビ
ス穴はひざ裏の内側に左右1ヵ所ずつ（計2ヵ所）あります。
❹2×4㎜ビス（黒）を使って留めてください。

ビス留めを行う

13

これで左脚の完成で
す。完成した左脚は
チャック付きポリ袋
などに入れて、次に
使用する60号まで大
切に保管しておきま
しょう。

今号の
完成

内側左 内側右

内側右のビス穴は上下を
逆さにするとビス留めが
しやすくなる

張り出し部分の下にハーネスを通す

❷❶ ❸

❷❸
❶

4連ハブ基板経由でID18の動作確認を行う

1テスト基板のロータリースイッチの10桁を
「1」に、1桁を「8」に合わせる。

2テスト基板の電源スイッチをONにする。
3下の写真のように左脚を持ち、左足を手前に曲げる。

4動作確認ボタンを押す。
5緑の点滅とともに❶〜❸の動作が行われる。
6緑の消灯とともに左足が❸の位置で停止する。

動作確認の手順

7電源をOFFにし、工程 7 へ進む。

6 でエラーが発生した場合は
全く動かない場合や動作確認中に赤が点滅した場
合は、4連ハブ基板を取り外し、P208（49号）工
程 25〜の「左足首用サーボモーター（ID18）の動
作確認を行う」を行ってください。

6

左足が奥へ曲がる 左足が手前へ曲がる
左足がブーツフレームと

直角の位置で止まる

7

❷

❸

❶

4連ハブ基板経由でID17の動作確認を行う

1テスト基板のロータリースイッチの10桁を
「1」に、1桁を「7」に合わせる。

2テスト基板の電源スイッチをONにする。
3下の写真のように左脚を持つ。

4動作確認ボタンを押す。
5緑の点滅とともに❶〜❷の動作が行われる。
6緑の消灯とともに左ひざが❷の位置で停止する。

動作確認の手順

7電源をOFFにし、工程 8 へ進む。
❶

左ひざが曲がる

❷

左ひざが伸びる

※工程 6 7 の動作確認でサーボモーターが全く動かない場合は、まずは工程 3 の４連ハブ基板の取り付け確認も行ってください。

動作中に延長ハーネス
がチェックスタンドを
引っ張らないように、
少したるませておく。

7 でエラーが発生した場合は
全く動かない場合や動作確認中に赤が点滅した場合
は、P207（49号）工程16まで戻って左足を取り外
し、P205〜（49号）工程 5 〜の「左ひざ用サーボモ
ーター（ID17）の動作確認を行う」を行ってください。

7 ❷
❶
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